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１．はじめに 

現在までに展開されてきた多変量解析／パターン認識は、精度や信頼性の高い解析には

データ解析手法に応じた適切なサンプル数が必要であり、一般的にはサンプル数が多くな

ると多変量解析／パターン認識の適用には注意が必要である。 

現在はインターネットの普及により日々集積されるデータ量が膨大であり、更にはデー

タ密度の高い画像データや音声データも簡単、且つ大量に集めることが可能となってい

る。いわゆる、従来とはデータ量が桁違いに多い「ビッグデータ時代」となっている。 

この「ビッグデータ時代」では、極めて大量のデータを扱うことが可能なデータ解析手

法が求められる。現時点では、大量のデータを扱うという観点では合格であるが、データ

解析精度を犠牲としたトレンド解析的な手法が暫定的に適用されている。今後は、従来の

多変量解析／パターン認識のようなデータ解析精度を有しつつ、様々な要因解析も可能と

なる新たなデータ解析手法の展開が必要である。 

湯田は以前、大量のデータを扱うことが出来て、且つ分類精度を極大にする「KY(K-

step Yard sampling method)法」を開発し、発表している。この KY法を用いて Ames 試験

データを用いて毒性分類を実施し、当時としては破格の約７０００サンプルを用いて発が

ん性ポジ／ネガの完全分類を実現した。 

KY法の大量データへの対応力が証明されたので、その後 KY法の改良を行い、また二ク

ラス分類のみならず、フィッテイング（重回帰）に対応できる KY法も開発した。本発表

では、最近の KY法の展開と内容についてまとめる。 

 

２．討論 

２．１KY法の提案と概要 

 KY（K-step Yard sampling）法は既存のデータ解析手法を運用することで、極めて高い

分類率を達成するデータ解析手法として 2006年にニクラス分類手法として提案された。

この手法の特徴を以下に列記する。 

①二クラス分類 KY法の特徴（図１） 

 ・サンプルデータを３分割する（クラス１、クラス２およびクラス分け困難） 

 ・クラス分け困難とされたサンプルを対象として、同じ分割操作を繰り返す 

 ・最終的に全サンプルが分割された時点が最終ステップとなる 



 本手法でサンプル群を 3分

割するための手法は、従来か

ら展開されてきた二クラス分

類手法を適用する。このた

め、KY法のための特別な二ク

ラス分類手法は存在しない。

手法的には従来手法の運用手

順を工夫することで、従来手

法では達成困難な極めて高い

分類率（略 100%）を達成す

る。従って、KY法は最近展開されている AdaBoostやランダムフォレストのような、分類

手続きを工夫するアンサンブル学習に類似する。KY法自体は「多段階的分割サンプリン

グ」の基本に基づき、従来手法の分類アルゴリズム運用を工夫したメタ解析手法となる。 

 ②二クラス分類 KY法適用可能性 

 ・大量のサンプルの扱いが可能（ビッグデータ時代にも対応） 

KY法はサンプル群を一度の計算で分類するのではなく、段階に分けて順に分類する。こ

の結果、高い分類精度を保ちつつ大量のサンプルを精度高く分類することが可能である。 

 ・サンプルを分類可能性に従ってグルーピング可能 

KY法実施途中に分類作業を終了させることで、分類可能なサンプル群と分類困難なサン

プル群へとグルーピング出来る。 

 現在までに二クラス分類 KY法として新たに二種類の手法が開発され、総数で三種類と

なる。これらの手法は総て KY法の特徴となる多段階繰り返し分割手順を取る。 

２．２KY法のフィッテイング（重回帰）への拡張展開 

 KY法は最初に二クラス分

類手法として開発された。

この KY法を特徴付ける

「多段階的分割サンプリン

グ」の技術を生かして、も

う一つの重要なデータ解析

手法であるフィッテイング

（重回帰）手法への展開を

目指した。 

①フィッテイング（重回帰）KY法の特徴（図２） 

 ・サンプルデータを２分割する（残差の小さなグループ、残差の大きなグループ） 

 ・残差の大きなグループを取り出し、同じフィッテイング操作を繰り返す 

 ・最終的に、これ以上回帰式が作成できないサンプル数となった時点で停止する 



フィッテイング KY法では、二クラス分類 KY法と同様にサンプル群を残差の小さな（良

質な）サンプル群と、残差の大きな（ノイズ）サンプル群にグルーピングされる。 

 現在、フィッテイング（重回帰）KY法として三種類が開発されている。 

３．まとめ 

 大量のサンプルを扱いながら解析精度を向上させてゆくことが可能な KY法は、来るべ

きビッグデータ時代に対応できる手法となる。KY法は当初二クラス分類に対して開発され

た（２モデル KY法）。その後、同じ二クラス分類でありながら、より簡易なアルゴリズム

を採用した二クラス分類 KY法（１モデル KY法）が開発された。さらに、予測精度を向上

し、且つ自動的に実行する自動プログラムの開発に適した KY法（モデルフリーKY 法）を

開発した。現在二クラス分類 KY法は三種類存在する。 

 KY法の基本原理を適用しつつデータ解析のフィッテイング（重回帰）に対応する KY法

の開発も実施された。このフィッテイング（重回帰）KY法も、アルゴリズムの内容に従っ

て三種類開発された。この結果 KY法は二クラス分類及びフィッテイング（重回帰）の双

方に対応可能となっている。個々の手法の詳細は発表時に説明する。 
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